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1.まえがき

水溶性ガスというと昭和30年代の初め頃までに大

体のことはわかってしまったという錯覚が一般に持たれ

ているようである.そのため研究費はつき難いし

探鉱補助金の枠からもはずされがちである.地下水に

溶解しているガスを意味する水溶性ガスという用語自体

が一般にこの名で呼ばれているガスの実態がすでによ

くわかっているという錯覚をよく表わしている.メタ

ンを主成分とする可燃1生天然ガスが地下水に溶解するこ

とによって成立する鉱床が日本ばかりでなく世界に

ひろく分布していることは確かである.しかしこの

名で呼ばれているガスはこんな単純なものばかりでは

ない.水溶性ガスの前に共水1生ガスの名がすでにあっ

た(地質調査所1954)のだから後年ひろく使われるよう

になった水溶性ガスがその文字通りに単純なものでな

いことは戦後から昭和29年(1954)頃までめ地質調査所

の天然ガス関係者にはかなり深く理解されていたのか

も知れない.

共水性ガスの大半は文字通りの水溶性ガスであるから

水溶性ガスの名がひろく行われるようになったことにも

一理はある.しかしこの名のあるが故に水溶性ガ

ス鉱床として簡単に片づけられてしまった天然ガス鉱床

も少なくなかったはずである.水溶性ガスの名がひ

ろく行われるようになるまでの歴史については単行本

(金原均]まか2名1958)や多くの論文･報文により水

溶性ガス鉱床の概念すなわち地下水にメタンを主成

分とする天然ガスが溶解することによってできる鉱床が

あるという考えの起原を除いてかなりよく知られて

いる.そこで本稿においてはまずこの考えの起原を

明らかにしよく知られた戦中･戦後から昭和30年代のこ

とについては省略してその後の経過について少しくわ

しく述べることにしよう.

2.水溶性ガス鉱床の概念の起源

今日一般に水溶性ガス鉱床と呼ばれているもののうち

文字どおりの水溶性ガス鉱床の概念が文献に登場したの

図1三川逸郎氏

石油技術協会名誉会員氏が世界に魁けて今日の水溶性ガス

鉱床の存在をくわしく論じておられたことは故意か遇然か

長い間見すごされていた.このようなことはほかにもわれ

われの身近かなところにある.

は案外古い昭和8年(1933)でこの種の鉱床の実質的

な生みの親は三川逸郎(図1)であった.彼の論文(三

川1933)には昭和20年代の論文を思わせるような次のよ

うな一節が含まれている.

｢一般に天然瓦斯は水に溶解するがその溶解量はヘ

ンリｰの定律に従ひ圧力に正比例し温度に反比例

す.故に高圧力を受くる水例えば深井の底部に在る水

の如きは上部に抄ける水よりも多量の瓦斯を吸収含

有する理なり.(中略)今圧力と瓦斯の水に対する溶

解力を考察するに総て高圧の下にて飽和せる気倒容液

に抄ては其の圧力減ずるも其の減じられたる圧力に

相当するよりも超過せる気体は直ちに悉く液体より出

去らず此れ気体の溶液は過飽和溶液を生じ易きものな

るが故なり.而して気体及び固体が液体に溶解する場

合に抄いて屡々過飽和の現象を生ずるを見る.以上の

理由に依り高圧の下に置かれた地下水は過飽和の状態

に抄て天然瓦斯を溶解するものなり.而して一旦溶

解されて過飽和の状態になりたる瓦斯は溶液中に於て

は其の圧力を減ぜられたる後も容易にその圧力に相

当するより以上の超過瓦斯を放出せず其のまま過飽和

の溶解状態を持続するものと想はる.(中略)天然亙�
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漏出圧舳S/in2)

図2アッパｰ･デキ仲ス湾岸地区のFrlowaterの漏出圧

(BUCKLEYe宜ξ1工.,1958)

期を採取するには普通井戸を穿ち湧出水に伴ふ瓦斯

を分離槽により集むるものなり｡｣(以上原文のまま)

その後相次いで明かにされた共水性ガス鉱床の実態か

らみると上の三川論文は化学でいう過飽和現象を強調

し過ぎているきらいはあるが地下水に溶解しているガ

スが分離する圧力は一般に地下水そのものの本来の圧

力(一般に静水圧)よりも低いということを指摘した

BUcKLEYetaL(1958)の論文の出版年を考えると三川

の先駆的見解には敬伏せざるを得ない.BUcKLEY等は

地下水に溶解している天然ガスが分離してくる圧力を漏

出圧(escapi㎎p･ess･･e)と呼んだ(福田1980).この漏

出圧と深度対応の静水圧との関係の1例を示したのが図

2である.

3.水溶性ガス鉱床あれこれ

3.1初生的なものと後生的なもの

これまで一般に水溶性ガス鉱床の性質とされているも

のは実は初生的なものに関するものである.その中

の代表的なものの1つは塩素度相関型の鉱床とされて

いるものである.金原はか2名(1958)の教科書には

この型の天然ガス鉱床について次のように解説されて

いる.

｢化石やその他の指示物によって地層の初期の堆積

環境が海底であったと決められた時にそのような地層

中に成立する第1級の水溶性ガス鉱床は本邦において

は塩素度相関型の鉱床形式である.C1'はガスの発生

と直接的な関係はないが地下水中のC1■は地表か

らする天水の浸入いい換えればガスが地下水中に保

存された程度を示す指示物になっていると考えられ

る.したがってこのような鉱床の調査には塩分の

追跡を行うことがきわめて大切になる.｣

上に引用したことは海成層中に賦存する初生的な水

溶性ガス鉱床について定性的には正しい.しかし

塩素度相関型ガス鉱床について定量的な考察ができるよ

うになったのは上記の教科書が出版されてから数年後

のことである.そのための武器を与えてくれたのが

河井(1963)の論文である.この論文では水中におけ

るCH･およびNaC1の拡散の問題の解き方が実例に

近い形で与えられている.そのくわしいことについて

は原論文およびそれを敷術した拙稿(福田1966;

1967;1972)を参照していただくことにしてここでは水

中におけるNaC1の拡散係数がCH､のそれのおよそ半

分強でありともにきわめて小さいことを指摘するに止

める.

河井(1963)の指摘は南関東産ガス地域の概念図(図

3)と同地域における上総層群中の地層水のC1】等濃

度線図(図4)とを比べてみるとよくわかる.すなわ

ち塩素度が急減するところで鉱床も終っている.い

いかえると河井(1963)の論文は水溶性ガス鉱床の真

の破壊は拡散によるものしかないがこの破壊の速度は

きわめて小さく一般に破壊と呼ばれているものの実態

はガスを含む水塊のガスを含まない水塊による置換に

ほかならないことを教えているのである.

塩素度相関型のガス鉱床という考え方は南関東産ガ

ス地域の上総層群のような新しい海成層に胚胎するガス

鉱床の周縁部についてはよくあてはまる.しかし

一方ではガス付随水のC1一が海水の5分の1程度し

かないにも拘らずCH､が飽和状態に達している例も

ある.そのもっともよい例は宮崎ガス田の住友2号

井でキャッチされた宮崎層群の基底粗粒層中のガス鉱床

であろう.このガス層は地下714-829mのところにあ

り産出メタン水比は1.44で飽和メタン水比L56に

かなり近いのにガス付随水のC1■は3876mg/1しかな

い.このような事実を説明するには現在あるガスの

大部分が後年補給されたと考えるほかない.ちなみに

上総層群の主要ガス層が100万年ほど前のものであるの

に対して宮崎層群の基底粗粒層(田野部層)は500万年ほ

ど前のものである.このようにガスの大半が後年補給

された水溶性ガスは一般の初生的なものに対して後生

的の名を冠して呼ばれて然るべきであろう(福田1967).�
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図3南関東産ガス地域の概念図(河井･福田1973)

A1先上総層群の露出地域(中新統および先中新統)1〕

B:上総層群の分布地域

C:ガス鉱床が分布すると推定される地域

D:上総層群の走向および傾斜:傾斜=2～6.

E:〃1イ頃余斗=6～15自

F:天水浸入の方向

G:ガス田沃素田

H:試堀井

1〕この中に含まれる上総層群相当地層の分布は省略してある
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船橋ガス田

江東ガス田

野田R1

芝浦R1

川崎ガス田

保土が谷R1

また塩素度相関型に対していうならば非塩素度相関

型の名がふさわしいであろう(福田1967;1972).宮崎

ガス田の南に接する日南ガス田はまさにこのような後

生的でありかつ非塩素度相関型のガス鉱床からなる.

3.2新しいものと古いもの

昭和30年代まで水溶性ガスといえば新しい地層に

しかないものとされていた.当時の地質年代観によれ

ば鮮新世までとなっているが今日流にいえばこれは後

期鮮新世までということになる.これはその頃まで

は一般に上総層群がこの国の鮮新統の代表者の1つとさ

れていたからである.しかしその後の年代層位学の

進歩により今日では上総層群の年代はおよそB.P,240

図4上総層群中の地層水のC1■等濃度線図厳密にいえば

このCl■は塩素度である.(河井･福田1973)

A:ガス田(沃素田を含む)

B:試掘井(“天然温泉井")を含む

C:深度(海水準下)600mにおける地層水のCl'等濃度線

(単位g/l)

D:深度(海水準下)900mにおける地層水のCl■等濃度線

(単位g/l)

E1上総層群の地表における分布限界線ならびに上総層群

より古い地質系統の露出地域

～30万年とされている(福田1976;1982).そして鮮

新･更新両世の境界はB.P.190万年であり新潟ガス田

のおもな水溶性ガス層を含む西山層および灰爪～魚沼層

はそれぞれ鮮新世後半～更新世前半および更新世後半

のものである(土編1981)から昭和30年代までの一般

的な考え方は水溶性ガスは主として更新統のものであ

るということになる.

水に溶解しているガスを採取する以上貯留層には大

きな浸透性が要求される.そのため古い地層は敬遠

されがちであるがどっこい古い地層に胚胎する水溶性

ガス鉱床もある.そのもっとも顕著なものはメキシ

コ湾の沿岸平野から陸棚部にまたがる古第三系中の大鉱

床で埋蔵量はおよそ2.7x1015Nm3もある(BR0wN

1976)とされている.これは石油換算では2.34×1012t

となる.ところで世界の石油の究極資源量は304×

109t(HALB0UTY&Mo0DY1979)とされている.これ

は究極回収率を40%として算出されているから原始

埋蔵量は760×109tとなる.上に述べた湾岸地域の水

溶1生ガスの石油換算量はこの3倍強という大きな値で�
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ある.

この湾岸地域の水溶性ガス鉱床には日本のこの種の

鉱床にはみられない特徴がある.それはこの鉱床が地

下深部の地圧帯に胚胎されていることである.図5に

示すように湾岸地域には最大50,000ft(15,240m)もの

厚さの新生界が広く分布しておりその下り傾斜側には

間隙水圧が静水圧よりはるかに大きな地圧に近い地圧帯

がよく発達していてガスはこの圧力で間隙水に溶けこ

んでいる.地表に出た場合にこの間隙水はガス付随

水と呼ばれることになる.

このような地圧帯のでき方を示したのが図6である.

本図に示されているように湾岸地域の新生界が厚く発

図6南テキサス海岸を横切る傾斜方向の地質断面

生長断層系と地圧帯のトップとの関係を示す

�ぎ����

達しているところにおいてはその下部は厚い泥質層か

らなっている.このような泥質層は不等収縮を起し易

く収縮差の顕著なところには生長断層(g･owthfa･1t)が

できる.堆積盆の下盤が不透水層の場合には収縮に

よって絞り出された水は順次上方へ移動する.そし

てさらに上方に浸透性の小さい地層がある場合には

水の圧力はその上方の全盤圧に近くなる.地下水を含

む孔隙が何等かの形で地表まで続いている場合にはそ

の圧力は静水圧にほとんど等しい.これがむしろ一般

的なところから地下水が静水圧より高い圧力を示す場

第1表早川産ガス地(山梨県南巨摩郡早川町)の瀬戸川層群産の共水性ガスと付随水

�������ガ����

番号�所在地����������

��H2�H芭�02�N2�A�C02�CH4�C2H6�C3H8�トC.HIo

H-2a�草塩辛根方464�O.001�0.0004�α.93�18.54�O.43�O.37�79.73�O.OO000�tr�O.00018

H-2b�〃�0.O02�tr�O.21�4!.52�O.56�0.21�57.50�tr�O.00075�O.00021

H-5�爾畑手上大島河川敷�0.001�0.0001�0.46�!7.28�0.28�O.09�8!.88�tr�O.00427�O.01145

H-6�薬袋字中の島河川敷�0.O01�O,000ユ�O.61�1ユ.20�0.2!�0.!7�87.81�tr�O.00146�0100043

H-7�京が島字松原�O.O03�0.0003�0.53�64.55�O.72�O.32�33.88�O.00000�O.00190�O.00053

H-8�雨畑字馬場面畑ダム�O.0001�O.0002�4.20�42.OO�O.98�O.32�52.50�O.00000�O.00000�O.00000

H-9�雨畑手上大島雨畑橋下�0.0003�0.0001�0.48�12.51�0.33�0.10�86.58�tr�0.00509�O.00106

H-10�薬袋字古屋河川敷�O.O01�0.0003�0.30�8.84�0.25�O.20�90.41�tr�O.00108�O,00030

H-11�奈良田奈良湖ダム�O.000�O.000!�6.76�13.53�O.30�0.19�79.22�tr�0.00ユ35�0.00048

H-!6�京が島字松原�0tr�0.0002�1.36�60.99�0.84�O.21�36.60�O.00000�O.00000�O,00000

H-17�早川町温泉井(草塩)�0.004�0.OO06�O.05�10.86�O.10�0.16�88.83�0.00000一�0.00000�0-00000

H-18�同上近くの民家の井戸�OIO05�O.0002�0.15�ユ5.92�0.11�O.22�83.60�O.OOOOO�O.00000�O.00000

･備考欄にみられるように厳密にいえばガス付随水と呼べないものが多い｡�



合これを異常高圧といいこのような高い圧力をもつ

地下水を含む地層を異常高圧層という.これは地下水

ばかりでなく石油･天然ガスを含む地下のあらゆる流

体についても当てはまる.

異常高圧層の内部においては静水圧より高い圧力が

上方を含むあらゆる方向に働いているから通常の静水

圧層に比べて圧密は進まない.したがって異常高

圧層は一般に低密度層でもある.このような異常高圧

層内においてガスの発生が旺盛な場合や他から十分

なガスの供給があれば異常圧力に応じてガスが間隙

水に溶解することになる.湾岸地域の地下深所の高圧

帯の地下水に大量のガスが溶解･保存された理由はここ

にある.

地下深所にあるところからこの高圧帯は高温帯でも

ある.したがってガス付随水の温度もきわめて高い.

ただしこの付随水は多量の塩分をも溶解している.米

国では湾岸地域に伏在するガスと付随水のもつ熱の両方

を利用する研究(HOUSEetal.,1975)も進められているが

付随水の高塩分からくる問題の処理は容易でなさそう

である.

義の天然賊水には入る.そしてこれ等の鹸水はもち

ろん一般に天然ガスで飽和されているからそれだけを

とり上げれば水溶性ガス鉱床である.米国のこの種の

水溶性ヨウ素･ガス鉱床は何と上部古生界に多い.中

でもわれわれに縁が深いのは近く日本の合同資源産業

(株)の100%出資会社Godoe〔U.S.A〕Inc.が中心とな

ってヨウ素の回収を行うことになっているオクラホマ州

Kingfisher地区の油性戯水である.この賊水は150～

1200ppm(平均300ppm)ものヨウ素を含み原油および

ガスを回収した鹸水からヨウ素を回収しガスはこのヨ

ウ素工業のエネルギｰ源として使いヨウ素回収後の鹸

水は地下還元されるということである.

日本の水溶一性ガス鉱床で胚胎層がもっとも古いものは

今のところ沖縄島南部ガス田であり同様のガス田であ

ることがほとんど間違いないのが宮古島である.ガス

層はともに上部中新統中にある.沖縄における天然ガ

ス資源調査は昭和35年(1960)から同44年(1969)にか

けて行われたが当時は新しい地層信仰が強くこの調

査は国内外の関係学者･技術者の冷やかな目が注がれる

中で行われた.

古い地層中の水溶性ガス鉱床の例はほかにも多い.

中でもわれわれ日本人の関心をひくのは米国のヨウ

素原料がほとんど油田歯威水および天然鹸水である(AB･

sAL0M1980)とされていることである.ABsAL0M(1980)

は天然鹸水を油田鹸水から区別しているがこれは後者

を限定して使用しているからであり後者の大部分も広

4.共水性ガス

ここに共水性ガスとしたのは地下水と共産するガス

のすべてを指すものでありもちろん水溶一性ガスもその

中に含まれる.このような共水陸ガスには付随水と

直接的な関係がうすいものと一般の水溶1生ガスと同様

�ス(容量%)��ガス量�水量�ガス�水温���付随水ホ(mg/f)���

���(Nm3/d)�(}〃d)�水比�(画C)������備考

n-C.H1o�i-C5H12�n-C5H12�����HC03一�C02�C1■�SO董■�H2S�

0.00018�0.000!8�0.00009�■�一�■�■�■�'�■�'�■�たまり水

O.00032�O.00021�0.0002!�一�■�一�一�■�■�一�■�一�

0.00164�O.00100�O.00036�00.03�■�■�13.O�95�5�23�39�一�河川中

O,00052�O.00034�O.00026�OO.02�“�■�9.5�131�9�18�34�一�河川中

O.00053�O.OO042�tr�OO.04�'�■�10.2�137�15�126�8!�2�河川中

O.00000�O.00000�O.00000�OO.30�'�■�■�■�一�■�■�■�人工湖水

O.00135�O.00057�tr�00.01�■�■�9.4�79�6�7�40�■�河川中

O.00039�O.00000�O.00000�OO.04�■�■�8.6�98�7�30�56�1�河川中

O.OO058�O,00029�tr�OO.25�■�一�4.5�58�7�13�23�1�人工湖水

0.00000�'�■�■�■�一�一一�■�一�■�■�一�河川中

O.00000�■�一�70�100�O.7�■�903�2.2�1.122�O.1<�■�リフト

O.OO000�■�'�■�'�■�■�■�■�■�一�■�

(矢崎清貫･大場信雄1978;矢崎清貫･影山邦夫･狛武!981)�
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策2表

宮崎県目南ガス田周辺の目南層群産の天然ガスと付随水

源泉名

石渡鉱泉

平佐冷泉ホ

源泉所在地

串間市市木自然湧出

北郷町平佐自然湧出

ガス

(容量%)

�

�〰　

H｡

�〰㌀

0.00冊

�

�㌡

��

串

��

㌮�

��

��㌀

㈰��

��

㈲�℀

���

��

��　

�〰　

��

�〰　

�〰　

水温

(｡C)

㈱�

��

�

��

��

付随水(mg/Z)

�〳�

㌮�　

��　

Cl■

��　

�㈡　

ま水温･水質は石和田･牧野(1961)による｡

(分析永田松三;福田理1979)

に深い関係をもつものとがある.

4.1付随水との関係がうすいもの

一般に四万十黒帯から産する共水性ガスがこれであ

る.そのよい例が山梨県南巨摩郡早川町が掘削した温

泉井から産出するガスで同町内の他の瀬戸川層群から

産するガスと同様にCH｡またはN｡を主成分とする

(第1表)がCO｡は少ないにも拘らず共産する水には

903mg/1ものHCO｡■が含まれている.ガス中に含ま

れるCO｡が0,16vo1.%という小さい値であることから

みるとこれはいかにも不自然である,すなわちこ

のガスは瀬戸川層群で生成されたものであるが共産す

る水はたまたまガスの通路にあったものであろう.

四万十黒帯を構成する堆積岩は水に対してはほとん

ど浸透性をもたないから同素帯から産する水は本来裂

罐から入った天水であろう.しかし四万十黒帯から

発生したガスや下方から供給されたガスは水が通ら

ないような小さな隙間でも通過し得る.表2に示した

のはこのようなものの､好例で宮崎県の日南ガス田周辺

の日南層群(四万十累層群の上部層群)産の天然ガスと付随

水である.本表のガスに含まれている一CO､は日南ガ

ス田のガスに含まれるCO｡と同様に何等かの火成活

動に由来するものであろう(福田1979).2つのガスの

付随水は著量のHCO､一を含むがこれは次の反応によ

ってできたものである.

H20+C02ぎH2C03言H++HC03■

このような他源的なCO｡の混入のおそれがほとんど

ないガスの例としては沖縄島北部の国頭層群(賀田

1885;福田1977)から産するものがある.その1つは

アカソエ

名護市東江のオリオシビｰル(株)7号井のガスで昭和

35年(1960)当時本井からはガスを伴う水が自噴してい

たという.当時の状況水質およびガスの組成は次

のようであった(本島による;福田ほか12名1969).

水温

ガス量

水量

ガス水比

水質

ガス質

�

HCO｡一

CI■

�

�

�

N｡十Ar

��

��

��

C.H｡

23.7℃

O.19m3/日

4.5k1/日

��

��

㈳���

36.5〃

�〰�漱�

�〰　

��

��　

�㈷

��㌀

�〳

�〰

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

国頭層群は本土の四万十累層群のどこかに対比される

ものであり上のガスの組成とほとんど変らないものが

山梨県の早川産ガス地のガスにもみられる.

4.2付随水との関係が密なもの

図2からも読みとれるように過飽和の場合通常の

溶解度の3倍くらいまでのガスを溶解するから産出メ

タン水比が飽和メタン水比(福田1982)の何倍くらいあ

れば確実に遊離ガスが地下にあるといえるかどうかは

まことに難しい問題である.これは産出メタン水比

が飽和メタン水比の2～3倍の場合水溶性ガスといえ

るかどうかの問題でもある.そこで地下水を伴って

産出する天然ガスを共水性ガスと呼んでおき地下で地

下水に溶解していることが確実視される場合に改めて

水溶性ガスと呼ぶ必要が出てくる.

このもっともよい例は宮崎県佐土原ガス田の伊勢化

学工業(株)佐土原SR-4号井であろう.本坑井は次

のよう'な産出経過を辿って今日に至っている.

坑井深度6.0m

水位±O.1m�



昭和48年5月

51年8月

52年2月

54年1月

54年3月

54年5月

54年9月

54年12月

55年9月

吹込深度

自

白

�ね

230〃

〃

〃

〃

㈴ね

267〃

運転圧

噴

噴

��獣

7.7〃

8.2〃

9.0〃

8.9〃

9.8〃

9.7〃

25800mヨ/日

㈳〰

㌹�

��

�〰

㈶�

㌶�

㌴〰

��

以上の生産経過を要約するとSR-4はリフト用の

ガスの吹き込み深度を増すことによっておよそ4000

m3/日の生産量が維持されている.これから明らかな

ように本井においては文字どおりの水溶性ガスに加

えて孔明管埋設深度区間のどこかに連絡している遊離

型ガス鉱床があるはずである.佐土原ガス田の宮崎層

群には小断層が多数認められるのでこの遊離型ガス

鉱床はおそらく断層トラップによるものであろう.

遊離ガスが貯えられるのは必ずしもトラップによる

ものばかりではあるまい.石油については少し前から

いわれている(BERG1975)ことであるが貯留層中の油

危やガス泡のもつ浮力よりもそれ等が砂粒のすき問を

くぐり抜けようとする際に受ける毛管圧の方が大きい場

合には油泡やガス泡の上方への移動が妨げられるから

である.沖縄島南部ガス田の沖縄余暇開発(株)の具志

頭R1号井では飽和メタン水比が1.57しかないのに

産出メタン水比は3.68もありもし両メタン水比の差

2.11が過飽和現象またはトラップによるものでなけ

ればこれは毛管圧のために上方へ逃げ出せない小ガス

泡によるものと考えざるを得ない(福田･永田1977;福田

19771980)のである.

この問題を考えるに当ってヒントになるのは沖縄島

南部ガス田においては仕上げ深度が1,000m以浅の場

合産出メタン水比が飽和メタン水比を大きく上まわる

例は知られていないし問題のガス層を構成している砂

の粒径がおよそO.1mm前後と小さいことである.

単純化して半径を等しくする球の最密充填の場合を考え

てみると明らかなように球と球との間の隙間は小さい

球ほど小さくまた毛管圧は隙間が小さいほど大きくき

いてくるから原油の場合と同様に天然ガスについて

も遊離ガスがガス泡の形で地層中に貯えられるケｰス

はあり得るのである.開発･生産の進展とともに産

出メタン水比が著しく大きくなる茂原型ガス鉱床におい

てもガス層を構成する砂の粒径は沖縄の例と同じ程

度であるからこのタイプの鉱床の成立条件の1つとし

てガス層を構成する砂の粒径について考え直す必要が

ありそうである.

ここでとり上げた共水性ガスはいずれも保有されて

いる地層から発生したとしか考えざるを得ないものばか

りでありその組成は地層の年代をよく反映している.

すなわち主成分のCH｡は年代がさかのぼるとともに

純度を増し副成分の1つCO｡はこれとは反対の傾向

を示す.当然のことながらこのガスは付随水とも密

接な関係にあり後者中のHCO｡一は年代がさかのぽる

にしたがって減少する.ただしガスに後から供給さ

れたCO｡がある場合には地層の年代にかかわらず

付随水は多量のHCOヨｰを含む.

5.むすび

以上に述べたことから水を伴って産出するガスはま

ず共水性ガスと呼んでおき地下で地下水に溶解してい

たことが明らかな場合に限って水溶性ガスと呼ぶべき

ことは明らかであろう.水溶性がどうか判然としない

場合や水溶性と遊離型とが共存している場合にはもち

ろん共水性のままにしておくのが当然であろう.｢水

溶｣性ガスから共水1生ガスペ｣という表題に象徴される最

近の進歩は沖縄における天然ガス資源調査に負うとこ

ろがきわめて大きい.沖縄における調査の成果の中に

は本稿で埆虫れられなかったものが2つある.その1

はガス付随水中のヨウ素に関するものであるがこれに

ついては稿を改めてくわしく紹介することにしよう.

もう1つはコアの化学試験に関するものである(本島･永

田1973).コアの化学試験の中心になるのは間隙水

の分析であるがそれにはまずコア中にどの程度の水分

が含まれているかを知らなければならない.この際一

般に11ぴCでの乾燥による減量が使われていたが本

島･永田(!973)はそれでは多くの粘土鉱物中の水分まで

出てしまうことを指摘しこれに代るものとして湿度

40%60℃での48時間乾燥という実用的な方法を提案

した.これは恒温1亘湿槽を使えば簡単である.また

これは土質試験にも応用できるので私どもはできるだ

けそのようにしている.

このように最近の進歩は沖縄における天然ガス資源

調査に負うところがきわめて大きい｡この調査の成果

は単なる新資源の発見ではなかったヴ)である昔先にも

述べたようにコ)調査は四面楚歌という雰囲気の中で

行われた.当然その成果を故意に過少評価しようと

いう動きのあることは今日でも否定できない.しか

し大きな味方もあった.その点で忘れることのでき�
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ないのは故斎藤憲三代議士拓植大学総長高瀬侍郎氏

(当時の大使)大阪府知事岸呂氏(当時の日本政府沖縄

事務所長)および参議院議員稲嶺一郎の各氏である.ま

た当所の調査関係者の代表者は去る昭和47年(1972)

5月17日の本土復帰式典に当時の佐藤栄作総理から

招待された(図7)､しかし沖縄における成果がも

っぱら他地域における探鉱･開発にのみ活用されている

現状はわれわれには納得できない.沖縄は古くから

守礼之邦をもって任じてきた.私ども沖縄における天

然ガス資源にたずさわった45名にとっての守礼之邦と

は沖縄の地下に眠る天然ガスおよび付随資源を開発し

てくれる沖縄以外の何ものでもない.
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